
2022年度入試状況分析【国公立大】 

1                                      

名古屋工業大：前期は大幅減少、後期はやや減少           前期：-411 人 後期：-111 人 

 
主な入試変更点 選抜方法：工二(夜間主)…一般選抜＜前＞で実施→総合型選抜入試、学校推薦型入試で実施 

COMMENT  ※(  )内の数値は志願者数の前年度対比指数 
大学全体では、前期は工二が一般選抜を廃止したこともあり 411 人(77)の大幅減少。工のみでも共通テストの平均点ダウン

の影響もあり、309人(82)の大幅減少。後期は 111人(95)のやや減少。 

<前期日程> 
○工(82)は、共通テストの平均点ダウンの影響もあり大幅減少。募集単位別では、９募集単位中７募集単位が減少。特に、(創

造工学／情報・社会)(45)は前年度３倍近い激増の反動で半減以下、志願倍率は 7.7 倍→3.5 倍にダウン。(社会工／環境都

市)(47)も前年度約 2.7倍の激増の反動で半減以下、志願倍率は 4.5倍→2.1倍にダウン。(創造工学／材料・エネルギー)(72)

は前年倍増以上の反動で大幅減少。一方で、(物理工)(115)が前年度大幅減少の反動で大幅増加、(社会工／経営システ

ム)(104)が前年度大幅増加に引き続きやや増加。 

<後期日程> 
○工(95)は、やや減少。募集単位別では、９募集単位中６募集単位が減少。特に、(創造工学／情報・社会)(40)は前年度倍増以

上の反動で激減。(社会工／環境都市)(71)、(物理工)(72)はいずれも前年度大幅増加の反動で大幅減少。一方で、(社会工／

経営システム)(139)は２年連続減少の反動で大幅増加。 
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※前年度の志願者数を100とする指数


